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宇田川  博  





い。ビニールシー ト上部の横断幕には，「薬害エイズすわりこみト殺されてた  
まるか！」と赤い文字で大書されたスロ⊥ガンと，「一責任を認め，生きる  
保障を－」「東京HIV訴訟原告団」’と善かれた文字が並んでいたが，この横  
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したものであった。   
そうした思いを，19才の息子を失くした岩崎和美原告は，午後5時に開かれ  
た原告団の会見で表白している。「遅すぎました。亡くなっていった息子，患  
者さんたちにこの声を聞かせてやりたかったと，心から……」と述べて，この   
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母親は絶句する。   
一方，原告団の中で例外的にカミング・アウト（実名公表）をした川田龍平  
原告（20才）は，同じ会見で「国が責任を認めてくれたことで，ぼくたちは胸  













年同月のことである。   
本論考でもやがて詳細に検討することになる自己注射療法について，ここで  
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川田家においても事情は同様だった。主治医・医学界・医薬品業界こぞって  









らいがあった。   
「エイズウイルスが体内に入ってしまい，いつ発病するかわからない状況  
にあり，もし発病したら，いまの医学では致死的なのに，そのことを知って  
いる息子に言うのは間違っていないだろうか。   
米国では10歳から告知していると言っているが……。   
いまの主治医は成人患者にも告知していない。   
今月1月に患者家族を集めて説明会を行った際，告知を受けたい人は後日，  
診察のときに教えることになったが，それから11カ月たっても，患者の5％  
にも満たない者だけが告知を受けにきた，と聞いている。   
息子に話すことのメリット，デメリットを考えても判断がつかない（3）。」   
ただしこれは，すでに息子に告知を済ませた日の母親の遽巡である。告知し  
て心からよかったと思えたのは，それから10年後，あの「歴史的な日」のこと  
であっただろうか。   
川田龍平のその後を追いかける余裕がないので，ここでは彼のカミング・ア  
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要請が，支援者のマイクを通して流された。ビニールシー トと横断幕の形をか  
えた再現。再び顔のない勝利者たちの登場。一人の「英雄」を生み出さざるを  
えない構造は，大多数の匿名原告を生み出さざるをえない構造と同一のものな  






















息の長い，綿密な調査が必要とされるだろう。本論ではその端初として，原告   
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患者たちの生の声を中心に，事件の再構成を試みたい。   
2．ホロコーストヘの道  
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病とは，むしろ内出血を伴う病気なのである。   
「記憶は四つか五つくらいからかな。関節の出血でもう常に痛かっ  
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なると父から言われていたので，ひたすら我慢するしかなかった」。（草伏，   
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みよう（千本以下は四捨五入）。   
全血製剤……1112万本，945万本，812万本，664万本，511万本，384万本   
血液成分製剤……1124万本，1075万本，1034万本，981万本，890万本，796   
万本仁㊥   
ある意味で使用量より問題なのは，使用法である。その唖然とする実態を引   
用してみよう。   
「『内臓手術後の入院患者に対しても，点滴の中にアルブミンを放りこむ。  
目的は栄養補給。まったくの習慣みたいなもの。なんの疑問も持たなかっ  
た』   
東京郊外のある痛院医師の証言だ。しかしアルブミン製剤の適応に栄養補  





免疫グロブリン製剤についても，ほぼ同様の状況だ。寝たきりの老人が肺炎   
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を起こして死にそうになったときや，抗ガン剤の副作用で免疫力の弱った患者  
などに，ほとんど効果のないことを知りながらグロブリンを大量投与するとい  
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り，日本への働きかけが開始されたのが1976年のことであが◎。   
わが国の薬害エイズが，エイズウイルスに汚染されたアメリカの売血に起因  
したことは明白な事実である。草伏相生はアメリカの製剤メーカーについて，  
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しかかってくる。   
「こうして私は十数人の献血に支えられて，1972年（昭和47年）に20歳に  
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もよいのだと思うと，．心が非常に軽くなった」（草伏p．40）と回想している。   
以下，草伏の記録を辿ってみると，AHFの輸注量は次のようなカーブを示  
している（ごく一部不明の本数を除く）。  






1978年……67本個。   
ちなみにAHFはミドリ十字が開発し，1970年8月に承認を受けた治療剤   
であり，『ミドリ十字30年史』によれば，1968年から1970年にかけての3年   
間はこの製薬会社が次のような新薬を次々と開発した成長期である。不整脈  
治療剤「塩酸プロカインアミド」，皮膚疾患外用薬「テキサメサゾン軟膏」，   
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設置された血液製剤問題小委員会の委貞）は，クリオ製剤がHIV感染の原  
因と考えられるかという原告側弁護士の問いに，「考えられません」と答え  
ている印。   
ところで，この事新約な血液製剤，クリオの実際の効能はどのようなもの  



















体，使う必要がなかったのでありませんか？幽」   
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が濃縮製剤の潜在的な危険性を予知しえていたことを示す資料であるので，長  





















しかしその結果には，いくつもの人為が介入していたのであるが。   
濃縮製剤の効果について革伏は，「固唾を呑んで受けた第一回目の濃縮製剤  
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「事務局メモ」を書いた『会報』の第一号は，翌81年11月23日に発行されるこ  
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技術の以前に，外に，存在しなければならない。しかしそのような「倫理」が  

















［…］エイズウイルス ト］による被害は，どちらかといえば，むしろかつ  
ての森永枇素ミルク中毒や食用油にPCBが混入したカネミ油症のような事  
例に近く，もちろん同一視はできませんが，両者は区別すべきであると考え  
るからです糾。」   
輸血が臓器移植であるなら，売買血は臓器売買に等しい。今なおアメリカで  
売血が行われていること，そしてアメリカでの売血による原料血祭，血液製剤  
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ろうか。しかしそれは結局，エイズ患者を隔離し，この世界から実質的に抹消  
しようとする発想と同じことである。最後に再び石田書明の発言を引用してみ  
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すぎない。残された課題はまだあまりにも多い。   
ベースとなる文献を提供してくださった，石田書明，草伏相生両氏に深謝申  
し上げたいと思うが，石田書明氏は「歴史的な日」を待たず，1995年4月2日  











（6）岡本彰祐F血液のはたらきを探るj p．29。  
（7）厚生白曹（平成8年版），p．212。  
（8）同書，p，390  
（9）毎日新聞社会部・宿F隠された十字架j   
㈹ 厚生統計協会・編F国民衛生の動向・厚生の指標」（1995年版），p．271。  
（用 毎日新聞社会部・最 前掲書，p．74。   
㈹ ミドリ十字の製品「ヴェノグロブリン」（1975年12月承認）について，社史は次のように効能  
を謳っている。  
「人免疫血清グロブリン（γ－グロブリン）は，はしか，伝染性肝炎，ヘルペスなど各種の重症感   
染疾患の予防や治療に筋肉内投与して効果が認められている。だが，これらの治療に際して大量   
のグロブリン投与ができ，血中濃度を急速に高められる静注可能なグロブリン製剤の出現が望ま   
れていた。卜・］  
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また，本剤の特徴は，   
（1）免疫抗体が濃縮されていて，静注によりすみやかな有効血中濃度の上昇と大量投与が可能で，  
迅速確実な効果が得られる。ト］   
（4）反復投与による障害や副作用がないなど，数多くの利点を有している。」（株式業社ミドリ十  
字30年史Jp．190．傍点は引用者による）  
㈹ 朝日新聞，1976年3月7日，朝刊。  
（14 毎日新聞社会部・編，前掲書，p．飢。  
わが国の患者数5千人程度の血友病患者が，なぜ苛烈なビジネス・ゲームのターゲットとなっ   
たかは，一見したところ謎めいている。だがその理由はきわめて明快である。まず第一に，凝周   
因子製剤の単価の高さ（1993年6月現在，石田，p．75に引用）。  
単 位  薬 価  
100  7，261円  
250  24，200円  
700  44．360円  
1，000  81，320円  
製薬会社が血友病治療薬の売りこみに躍起になる理由を，石田はさらに次のように分析してい   
る。「その理由のひとつほ，どの患者も継続した使用を必要としているため，患者を1人つかめ   
ば年間いくらというふうに確実に利益が見込めるということにあった。それに加えて，出血の後   
遺症で変形した関節の外科手術をして社会復帰を図る患者が増え，手術に伴う使用がグンと伸び   
てきたこともあった。卜］術前は血液の状態を正常値に近づけるために，術中や術後は出血を   
抑えるために，1月に2000－3000単位を打ち続けることになる。ト］［さらに］リハビリが続く   
限り血液製剤を打ち続けなければならない。一一日2500単位を1カ月続けたとすると75000単位，   
金額にすると約600万円が血液製剤の値段ということになる」（石田，p．p．72－73）。  
㈹ 野口賛Fよくわかる医薬品業界Jp．49。  
（咽 広河隆一r日本のエイズj p．26。  
銅 同書，p．38。  
㈹1978年の使用量が減少しているのは，後述するように，この年クリオプレシピテート・日赤へ   
と製剤が切り替えられたからである。  
（1功 ことわっておかなければならないが，家庭療法がそのものとして問題を学んでいるわけではな   
い。1975年にはじめてクリオ製剤による家庭療法を始めた山田兼男（聖マリアンナ医大）は，の   
ちに非加熱濃縮製剤を用いた家庭療法を厳しく批判することになる。  
榊 櫻井よしこ rエイズ犯罪 血友病患者の悲劇j p．35。  
餌 ただし山田兼男は，濃縮製剤に比べてクリオの止血防止効果が低いという説を，法廷で明確に   
否定している。クリオしかなく，止血できずに，ついに患者が亡くなってしまったという経掛こ   
ついても，死亡しか－までも重大な障害を起こしてしまったというケースについても，山田は   
「ないと思います」と答弁しているのである（広河隆一，前掲畜，p．48）。  
鋤 東京HIV訴訟原告E乱前掲書，p．160。  
幽Fミドリ十字30年史Jp．186。  
朗1996年1月31日，薬害根絶フォーラムにおける清水勝（東京女子医大教授）の発表。r薬害エ   
イズはなぜ起きたかJp．19。  
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